
 
 
 

 

面積の単位や図形を構成する要素に着目し、図を描いたり操作したり

しながら、面積の求め方を考えている。 

 
 

★習熟度別の指導の工夫 

 補充クラス、基礎クラスの児童は基礎基本に十分な時間を確保する計画で、

発展クラスの児童は様々な形式の発展問題に取り組める計画で、単元を構成す

る。また、児童の習熟度に合わせて、授業中に主に扱う問題を精査する。 

★補助プリントの活用  

 補助プリント（考えようプリント）を用意し、自力解決で児童が考えを思い

ついた時に、それを表現できるようにする。補助プリントをいつでも自由に取

り出して活用できる環境をどのクラスでも整える。  

★教室内掲示  

 毎時間の課題を解決するために必要な各時間のまとめや、大切な事柄を教室

に掲示する。教室内掲示の内容を見ることで、児童が自力解決する際に活用し

たり、教師が個別指導する際に活用したりすることができるようにする。 

★ICT の活用  

 本単元では図形を扱うため、図形のどの部分に注目し、操作して考えたのか

を ICT を活用し、具体的に指し示しながら学習を進めていくことで、理解をよ

り深められるようにする。 

★ペア学習の導入  

 自分の考えを相手に伝える態度を養うために、本単元では教師が意図的に席

を考え、ペアの児童と自分の考えを伝え合う時間を設定する。ペア学習の際は、

①図、②式、③答えという説明の順序を示す。 
 

研究主題に迫る手立て 

本単元における「数学的な見方・考え方」を 

働かせている児童の姿 

 

   


